





経済研究所 / Institute of Developing

























発展モデルへの転換を目指して掲げたのが、 「五大イノベーション計画」だ（表１） 。これは、 「アジアのシリコンバレー」 「スマートマシーン」 「グリーンエネルギ 」「バイオ医薬」 「国防産業」の五本柱から成る。このうち、 「アジアのシリコンバレ 」は、特定産業の育成を掲げていない点で異質にみえるが、実際には、
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モジュール化 進展、中国の地場企業の興隆が進み、エレクトロニクス産業一辺倒の産業構造からの脱却が急務となっている。 「五大イノベーション計画」 背後には需要、生産の場を海外に依存してきたエレクトロニクス産業とは異なる、新たなイノベーションと雇用創出のモデルが切迫した課題になってい という認識がある。●
　「五大イノベーション計画」にみる民進党政権らしさ
　「五大イノベーション計画」の特徴としては、以下が挙げられよう。まず、この五つの計画が、台湾が直面する社会問題の解決と結びつけられている とだ。たとえ








展と雇用創出につながらなければ、「五大イノベーション計画」は、単なる「絵に描いた餅」にすぎい。また、個々のプロジェクト 、多額の税金投入を必要とするだけの公共性、外部経済性を持つものであることを説得的に示すこ ができなければ、必要 社会的支は得られない。こ 点で蔡政権は早速、課題に直面しつつある。　
政権発足からまもない六月、五
大イノベーション計画の第一弾として国家発展委員会が発表した「アジアのシリコンバレー推進計画」は、ハイテク・スタートアップ業界からの強い批判にさらさた。桃園市に多額の資金を投じてイノベーション人材交流センター等を建設するという内容に、古く
さい「ハコモノ主義」だ、という批判があがったのである。これを受けて政府は同計画の内容を見直し、九月初旬に アジア・シリコンバレー推進計画」と新 に名付けられたプランが、行政院で承認された。この計画は、五本柱のなかでも、蔡政権が重視する若者向けの起業支援策と最も関連 深いものであるが 出だしでつまずくことになってしまった。　
政府はまた、五大イノベーショ
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